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嘉島中から元気を！
体育大会で感謝と決意



【
主
な
議
案
・
意
見
書
】

〇
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
４
〜
７
号
合
計
９

億
１
６
１
２
万
９
千
円
を
追

加
、
予
算
総
額
は
過
去
最
大

の
88
億
８
９
９
万
３
千
円
に

〇
主
に
仮
設
住
宅
対
象
の
地

域
支
え
合
い
事
業
費
８
６
０

万
円

○
益
城
嘉
島
西
原
環
境
衛
生

施
設
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

の
修
理
負
担
金
５
９
３
０
万

４
千
円

○
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

育
成
支
援
事
業
補
助
金
３
億

６
千
万
円

○
嘉
島
中
学
校
地
震
被
害
復

旧
工
事
費
追
加
４
８
４
８
万

７
千
円

○
嘉
島
東
・
西
小
学
校
地
震

被
害
復
旧
工
事
費
追
加
２
９

７
０
万
９
千
円

○
全
額
国
庫
に
よ
る
被
災
者

生
活
再
建
支
援
の
特
例
基
金

創
設
な
ど
を
求
め
る
意
見
書

　

ま
だ
残
暑
厳
し
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
朝
夕
は
秋
の
気
配
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
日
一
日
と
過
ご
し
や
す
く

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
発
生
か
ら
５
カ
月
近

く
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
関
係
の
皆
様
に
は
復
旧
復
興

に
精
一
杯
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
一
歩
一
歩
、

歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
震
発
生
か
ら
４
カ
月
に
な
る

８
月
16
日
に
は
犠
牲
に
な
ら
れ
た

４
人
の
方
の
慰
霊
祭
を
開
催
、
多

く
の
方
に
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
と
と
も
に
、
復
興

へ
向
け
、
さ
ら
に
は
一
層
の
町
の

発
展
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
住
家
の
被
害
調
査
も
ほ

と
ん
ど
終
わ
り
、
２
次
調
査
や
再

調
査
の
申
請
分
の
対
応
を
行
っ
て

い
ま
す
。
罹
災
証
明
書
の
発
行
、

各
種
申
請
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど

が
終
了
、
若
干
の
未
申
請
の
方
が

申
請
に
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
県

の
配
分
基
準
に
基
づ
き
８
月
１
日

に
第
１
回
配
分
を
行
い
、
こ
れ
ま

で
３
回
配
分
、
今
後
も
随
時
配
分

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

た
だ
、
先
日
の
新
聞
報
道
に
よ

り
、
住
家
の
被
害
調
査
に
関
し
て

熊
本
市
の
２
次
調
査
が
独
自
の
簡

易
方
式
で
行
わ
れ
て
お
り
、
判
定

結
果
に
他
の
自
治
体
と
差
が
出
て

い
る
と
い
う
問
題
が
提
議
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
さ
っ
そ
く
関

係
市
町
村
に
呼
び
か
け
、
熊
本
市

以
外
の
18
市
町
村
で
「
同
じ
県
民

で
被
災
者
間
に
不
公
平
感
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
県
に
調

整
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

6
月
に
続
い
て
震
災
復
旧
復
興
の

補
正
予
算
を
可
決
し
た
第
３
回
定

例
会

一
般
会
計
予
算　

88
億
８
９
９
万
３
千
円
に

　
　
　
　
　
　

震
災
復
興
で
さ
ら
に
膨
ら
む

荒
木
町
長

　

平
成
28
年
第
３
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
９
月
９
〜
13
日
開
会
。

報
告
２
件
の
ほ
か
、
熊
本
地
震
被

害
の
復
旧
復
興
に
伴
う
一
般
会
計

補
正
予
算
案
な
ど
26
件
（
専
決
処

分
５
、
条
例
４
、
補
正
予
算
７
、

決
算
７
、
意
見
書
３
）
を
原
案
通

り
可
決
、
承
認
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
専
決
処
分
を
含
め

て
９
億
１
６
１
２
万
９
千
円
を
補

正
。
６
月
議
会
で
過
去
最
大
に

な
っ
て
い
た
28
年
度
一
般
会
計
予

算
は
総
額
88
億
８
９
９
万
３
千
円

に
な
り
、
さ
ら
に
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
議
員
発
議
に
よ
る
３

件
で
、
国
会
と
政
府
に
対
し
、
被

災
者
の
生
活
再
建
支
援
制
度
の
拡

充
や
、
被
災
自
治
体
の
財
政
負
担

を
極
小
化
す
る
特
別
立
法
措
置
な

ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
町
政
報
告
で
、
町

内
の
復
旧
復
興
の
状
況
や
災
害
公

営
住
宅
の
建
設
と
早
期
供
給
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
中
津
芳
春
、
森

田
義
雄
、
鍋
田
平
の
３
議
員
が
、

震
災
後
の
道
路
補
修
や
、
役
場
庁

舎
が
被
災
し
た
場
合
の
業
務
継
続

計
画
の
策
定
、
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
計
画
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
詳
し
く
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町　

政　

報　

告

平
成
28
年
第
３
回
嘉
島
町
議
会
定
例
会

地
震
災
害
対
策
本
部
の
対
応

広報かしま2016.10

2



　

先
日
の
地
震
災
害
対
策
会
議
で

説
明
い
た
し
ま
し
た
通
り
、「
嘉

島
町
震
災
復
興
基
本
方
針
」
の
５

項
目
「
く
ら
し
・
生
活
の
再
建
と

社
会
基
盤
の
復
旧
」「
町
内
企
業

の
復
旧
復
興
」「
東
部
台
地
及
び

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
」「
上
仲
間
・
下
仲
間
地
区
計

画
の
推
進
」「
定
住
促
進
と
企
業

誘
致
に
よ
る
さ
ら
な
る
発
展
」
に

基
づ
い
て
基
本
計
画
を
策
定
し
、

復
旧
復
興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
震
発
生
か
ら
ち
ょ
う
ど
５
カ

月
と
な
る
９
月
16
日
に
災
害
対
策

本
部
を
復
興
本
部
に
衣
替
え
し
、

本
格
的
な
町
の
復
興
に
向
か
い
た

い
と
思
い
ま
す
。　

   

※
10
㌻
参
照

　

町
道
等
の
災
害
査
定
が
６
月
中

旬
か
ら
７
月
末
ま
で
行
わ
れ
、
復

旧
事
業
費
は
道
路
に
３
億
６
千
万

円
、
河
川
に
４
千
万
円
を
要
す
る

見
込
み
で
す
。
被
害
は
53
カ
所
に

な
り
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
地
盤
沈
下
に
伴
う

嘉
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
水
道
管
破

裂
、
上
島
・
上
六
嘉
ポ
ン
プ
場
の

地
盤
と
土
壌
脱
臭
床
の
沈
下
及
び

水
道
管
破
損
な
ど
で
被
害
額
は

工
事
費
・
委
託
費
合
わ
せ
て
約

２
億
円
。
下
水
道
管
渠
は
、
約

51
・
４
㌔
㍍
の
う
ち
４
・
３
㌔
㍍

（
12
％
）
に
被
害
が
出
て
工
事
費
・

委
託
費
合
わ
せ
て
約
５
億
円
。
合

計
７
億
円
に
な
り
ま
す
。
10
月
ご

ろ
か
ら
工
事
発
注
の
予
定
で
す
。

　

農
業
施
設
や
農
地
の
被
害
額
は

６
億
６
千
万
円
、
学
校
等
の
文
教

施
設
が
４
億
円
、
そ
の
ほ
か
役
場

庁
舎
等
の
公
共
施
設
が
４
億
円
。

地
震
に
よ
る
被
害
額
の
合
計
は
約

26
億
円
に
な
り
ま
す
。

　

被
災
者
向
け
の
災
害
公
営
住
宅

の
建
設
を
推
進
し
ま
す
。
迅
速
か

つ
効
率
的
な
供
給
を
進
め
る
た
め
、

現
在
、
国
交
省
住
宅
局
が
委
託
業

者
を
決
め
、
住
宅
整
備
の
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
や
標
準
設
計
の
策
定
等

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
委
託
業
者
と
協
議
を
重

ね
、
９
月
下
旬
に
被
災
者
の
意
向

調
査
を
実
施
、
用
地
を
選
定
し
、

独
立
行
政
法
人
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に

建
設
を
委
託
し
ま
す
。
完
成
後
は

町
が
一
括
買
い
取
り
、
管
理
し
て

ま
い
り
ま
す
。
補
助
率
は
国
が
４

分
の
３
、
町
が
４
分
の
１
で
す
。

　

被
災
者
の
要
望
を
踏
ま
え
、
早

期
供
給
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
費
解
体
を
８
月
１
日
か
ら
始

め
ま
し
た
。
熊
本
県
の
解
体
協
会

と
地
元
土
木
業
者
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
窓
口
を
一
本
化
し
た
公
費
解

体
と
、
個
人
が
業
者
に
直
接
委
託

す
る
先
行
解
体
と
を
併
行
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

　

県
は
廃
棄
物
処
理
の
め
ど
を
２

年
と
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
早
く
進
む
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
以
降
、
町
は
い
ち
早

く
水
稲
、
大
豆
の
作
付
け
計
画
の

変
更
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
か
し

ま
広
域
農
場
、
認
定
農
業
者
並
び

に
町
な
ど
関
係
機
関
が
「
不
耕
作

田
を
発
生
さ
せ
な
い
」
と
い
う
強

い
意
志
の
も
と
、
多
面
的
活
動
組

織
を
活
用
し
て
水
路
の
補
修
点
検

を
行
い
、
復
興
へ
の
足
が
か
り
を

作
り
ま
し
た
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど

の
水
田
が
見
直
し
計
画
通
り
に
作

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
首
相
が
６
月
４
日
に
営
農

状
況
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。
８
月

20
日
に
は
山
本
農
林
水
産
大
臣
が

営
農
の
復
興
状
況
を
視
察
さ
れ
、

安
倍
首
相
と
同
様
に
嘉
島
の
農
業

者
の
復
興
活
動
の
力
強
さ
に
感
動

さ
れ
、
国
も
一
緒
に
な
っ
て
復
興

を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

多
面
的
活
動
組
織
の
迅
速
な
活
動

を
実
感
し
、
そ
の
必
要
性
を
報
告

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
農
水
省
の
災
害
査
定
を

１
４
０
カ
所
程
度
で
順
次
受
け
て

お
り
、
稲
刈
り
後
本
格
的
な
災
害

復
旧
工
事
を
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

町
は
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
水
の
郷
ま
つ
り
実

行
委
員
会
に
よ
る
「
今
だ
か
ら
こ

そ
、
町
民
の
皆
様
に
元
気
を
出
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
決
定
を
受

け
、
８
月
６
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

熊
本
南
側
駐
車
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
催
し
は
例
年
以
上
に
盛
り
上

が
り
、
町
民
の
皆
様
に
十
分
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
に
よ
っ
て
休
校
と

な
っ
た
授
業
日
数
を
補
う
た
め
、

夏
季
休
業
日
を
７
月
30
日
か
ら
８

月
24
日
ま
で
と
し
、
14
日
間
短
縮

し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
教
育
委
員
会
の
基
本
方

針
に
沿
い
な
が
ら
、
小
学
校
の
望

ま
し
い
運
動
部
活
動
の
環
境
整
備

を
推
進
し
、
町
の
実
態
に
応
じ
た

よ
り
よ
い
社
会
体
育
へ
の
移
行
を

図
る
た
め
、
検
討
委
員
会
を
８
月

に
設
置
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
度

ま
で
に
実
施
で
き
る
よ
う
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
仲
間
・
下
仲
間
地
区
計
画

（
非
住
居
系
）
で
、
㈱
ハ
タ
ノ
綜

合
印
刷
の
南
側
約
１
・
５
㌶
に
㈱

倉
岡
紙
工
が
進
出
予
定
で
あ
り
、

ま
た
、
新
聞
報
道
で
ご
承
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
町
道
を
挟
ん

だ
東
側
約
３
・
５
㌶
に
金
剛
㈱
の

進
出
が
決
定
し
ま
し
た
。※

９
㌻
参
照

　

地
震
災
害
の
中
で
明
る
い
希
望

が
持
て
る
よ
う
に
、
今
後
も
企
業

誘
致
、
住
宅
団
地
の
開
発
誘
致
な

ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
特
に
東

部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
「
ゆ

う
す
い
の
杜
」
は
復
興
の
象
徴
と

し
て
事
業
促
進
に
努
め
、
芝
原
地

区
は
開
発
期
間
を
当
初
の
５
年
か

ら
２
年
に
短
縮
し
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
被
害
約
26
億
円

災
害
公
営
住
宅
の
建
設

被
害
家
屋
の
解
体

地
震
以
降
の
農
業

水
の
郷
ま
つ
り

小
中
学
校
の
夏
休
み
短
縮

小
学
校
部
活
動
の
社
会

体
育
移
行
検
討
委
設
置

倉
岡
紙
工
、
金
剛
の
進
出

東
部
台
地
は
復
興
の
象
徴

芝
原
開
発
は
２
年
に
短
縮
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祝
ご夫婦 22組表彰

　

平
成
28
年
度
の
金
婚
夫
婦
表
彰
式
は
９
月
14

日
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
中
に
結
婚
50
年
を
迎
え
、
表
彰
対
象
と

な
っ
た
嘉
島
町
内
の
ご
夫
婦
は
22
組
。
式
に
は

20
組
が
出
席
、
荒
木
町
長
か
ら
、
熊
日
と
町
か

ら
の
表
彰
状
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、「
金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
昭
和
41
年
に
結
婚
、
そ
れ
か

ら
苦
労
を
共
に
し
、
助
け
合
っ
て
長
い
歳
月
を

過
ご
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
こ
と

苦
し
か
っ
た
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
50
年
目
の
節
目
の
年
に

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
て
復
興
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

欠
席
さ
れ
て
写
真
未
掲
載
の
ご
夫
婦
は
次
の

通
り
で
す
。

　

殿
島　

隆
賢
さ
ん
（
79
）　

　
　
　
　

京
子
さ
ん
（
78
）

　
　
　
　
　
　
　

上
仲
間　

10
月
26
日

　

※
日
付
は
結
婚
記
念
日
、
年
齢
は
表
彰
日
現

在
で
す
。

平成 28 年度嘉島町金婚夫婦表彰式

西村　政敏
久子

さん
さん
（80）
（74）

下六嘉　４月 18 日

甲斐原　忠綱
鉄子

さん
さん
（79）
（73）

井寺　３月 21 日

富嶋　　勇
喜美子

さん
さん
（74）
（73）

井寺　４月 23 日

中林　正信
加代子

さん
さん
（74）
（75）

井寺　５月 19 日

上野　　修
ミネ子

さん
さん
（76）
（74）

井寺　10 月 16 日

富山　　勝
惠美子

さん
さん
（72）
（71）

上六嘉　11 月 22 日

蜂屋　　優
芙美代

さん
さん
（74）
（71）

上六嘉　３月 13 日

増永　幸一
紀子

さん
さん
（72）
（73）

上六嘉　12 月７日

渡邉　昭一
ヒロ子

さん
さん
（73）
（72）

下六嘉　３月 27 日

広報かしま2016.10

4



　

第
58
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
状
と
記

念
品
は
９
月
９
日
、
町
長
室
で
、
熊
日

事
業
局
の
池
下
局
次
長
か
ら
、
富
山
勝

さ
ん
、
惠
美
子
さ
ん
と
清
﨑
輝
昭
さ
ん
、

富
子
さ
ん
の
２
組
の
ご
夫
婦
に
贈
呈
さ

れ
、
荒
木
町
長
が
立
ち
会
い
ま
し
た
。

森田　　弘
ツヤコ

さん
さん
（78）
（71）

西村　10 月 15 日

鍋田　敏勝
由紀子

さん
さん
（78）
（75）

上島　４月２日

荒木　清勝
ミチ子

さん
さん
（74）
（75）

上島　６月 28 日

林　　一昭
峰子

さん
さん
（79）
（76）

上島　５月２日

福永　一行
エツ子

さん
さん
（76）
（71）

鯰　１月 12 日

清﨑　輝昭
富子

さん
さん
（71）
（73）

上仲間　12 月 25 日

吉田　博俊
カシ子

さん
さん
（77）
（75）

滝河原　10 月 22 日

米満　忠信
ヤエ子

さん
さん
（76）
（74）

鯰　３月 20 日

齊藤　　登
千代子

さん
さん
（79）
（73）

上仲間　４月 17 日

藤木　勝也
澄子

さん
さん
（71）
（69）

下仲間　４月 23 日

津﨑　清美
和子

さん
さん
（75）
（74）

下仲間　10 月 19 日

上野　眞一郎
久子

さん
さん
（75）
（75）

下仲間　４月 20 日

左
か
ら
、
熊
日
の
池
下
局
次
長
、
富
山

さ
ん
ご
夫
婦
、
清
﨑
さ
ん
ご
夫
婦
、
荒

木
町
長

第
58
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰

代
表
ご
夫
婦
２
組
に
表
彰
状
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結
婚
50
周
年

祝

４
人
を
表
彰

祝

　

結
婚
後
に
伴
侶
を
亡
く
し
た
方

の
結
婚
50
周
年
を
祝
う
表
彰
式
は

９
月
14
日
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
４
人
（
１
人
欠
席
）
に

荒
木
町
長
か
ら
町
の
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　

表
彰
は
28
回
目
。
今
年
は
昭
和

41
年
に
結
婚
さ
れ
た
方
が
対
象
で

す
。

　

荒
木
町
長
は
、
お
祝
い
の
言
葉

に
続
い
て
、「
こ
れ
ま
で
の
50
年
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
お
あ
り
で

し
ょ
う
。
山
あ
り
谷
あ
り
、
決
し

て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い

ま
す
が
、
皆
様
は
嘉
島
町
の
礎

を
造
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
」
と
ね
ぎ
ら

い
、「
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
温
か

く
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
た
も

の
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
し
ま
す
」
と
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の

通
り
で
す
。

白
石
ヤ
ス
子
さ
ん
（
80
）

＝
西
村　

田
口　

燿
子
さ
ん
（
75
）

＝
下
六
嘉

中
山　

靜
子
さ
ん
（
78
）

＝
上
仲
間

下
津　

勝
子
さ
ん
（
72
）

＝
滝
河
原

前
列
左
か
ら
、
中
山
さ
ん
、
田
口
さ
ん
、

白
石
さ
ん
。
後
列
左
か
ら
荒
木
町
長
、

工
藤
教
育
長

笑
顔
の
榮
田
さ
ん
（
中
央
）

み
ん
な
で
歌
い
、
お
年
寄
り
の
肩
を

た
た
く
園
児

　

今
年
の
嘉
島
町
の
百
歳
長
寿
表

彰
は
、
北
甘
木
の
榮
田
マ
サ
エ
さ

ん
お
一
人
。
荒
木
町
長
が
９
月
13

日
に
自
宅
を
訪
問
、
内
閣
総
理
大

臣
と
町
か
ら
の
表
彰
状
、
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

　

榮
田
さ
ん
の
誕
生
日
は
大
正
５

年
８
月
25
日
。
生
ま
れ
て
か
ら

ず
っ
と
北
甘
木
で
暮
ら
し
、
娘
４

人
、
孫
12
人
、
ひ
孫
20
人
、
玄
孫

５
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
は
娘

さ
ん
夫
婦
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

腎
臓
の
機
能
低
下
で
95
歳
か
ら

人
工
透
析
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
ほ
か
は
耳
が
遠
い
く
ら
い
で
体

調
は
よ
く
、
楽
し
み
は
テ
レ
ビ
番

組
の
水
戸
黄
門
を
観
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

後
、
お
年
寄
り
の
後
ろ
に
回
り
、

歌
に
合
わ
せ
て
や
さ
し
く
肩
を
た

た
い
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
保
育
園
の
園

児
39
人
が
９
月
２
日
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
康
寿
苑
」
を
訪

問
、
お
年
寄
り
に
歌

を
披
露
、
一
人
ひ
と

り
の
肩
を
た
た
い
て

交
流
し
ま
し
た
。
毎

年
１
回
の
恒
例
の
訪

問
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
元

気
よ
く
あ
い
さ
つ
。

「
と
ん
ぼ
の
め
が
ね
」

な
ど
２
曲
を
歌
っ
た

　

お
年
寄
り
は
、「
う
れ
し
く
て

涙
が
出
た
」
と
感
激
、「
か
わ
い

か
ね
」「
元
気
を
も
ら
っ
た
」
と

笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

歌や肩たたきで交流
嘉島保育園児が康寿苑訪問

百 

歳

榮
田
マ
サ
エ
さ
ん
（
北
甘
木
）
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ど
れ
く
ら
い
？

 

野
菜
３
５
０
㌘

　

平
成
28
年
度
の
嘉
島
町
健
康
づ

く
り
推
進
委
員
会
は
９
月
６
日
、

町
民
会
館
で
開
催
。
従
来
の
健
診

や
健
康
教
室
に
加
え
、
本
年
度
は

赤
ち
ゃ
ん
育
ち
の
教
室
や
親
子
の

生
活
習
慣
把
握
事
業
、
壮
年
期
の

生
活
習
慣
病
対
策
事
業
な
ど
を
重

点
に
進
め
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
町
と
町
内
の
保

健
医
療
・
各
種
団
体
の
代
表
24
人

で
構
成
。
委
員
長
の
荒
木
町
長
は
、

新
委
員
に
委
嘱
状
交
付
の
あ
と
、

「
何
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

が
第
一
。
一
人
一
人
が
健
康
で
、

震
災
復
興
に
力
を
添
え
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

委
員
は
こ
の
後
、
研
修
会
を
開

催
。
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
矢
田
部
裕
介
次
長
と
宮
本

靖
子
主
幹
を
講
師
に
、「
震
災
後

こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る
た
め
に
〜

ス
ト
レ
ス
を
軽
く
す
る
方
法
を
知

る
」
と
題
し
て
、
講
義
と
実
技
を

受
講
し
ま
し
た
。

　

矢
田
部
次
長
は
、「
心
は
ゴ
ム

ボ
ー
ル
。
折
れ
な
い
、
へ
こ
む
だ

け
で
戻
ろ
う
と
す
る
力
が
あ
る
」 町

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

町
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会

「
災
害
後
３
〜
６
カ
月
は
幻
滅
期

に
あ
た
り
、
う
つ
な
ど
の
不
調
が

起
こ
り
や
す
い
」「
相
談
さ
れ
た

ら
話
を
聞
き
、
ね
ぎ
ら
い
、
専
門

機
関
へ
つ
な
ぐ
」
な
ど
と
話
し
ま

し
た
。
宮
本
主
幹
は
、
背
中
を
ほ

ぐ
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
方
法

や
呼
吸
法
な
ど
の
実
技
を
伝
え
ま

し
た
。

生
活
習
慣
病
対
策
な
ど
重
点

生
活
習
慣
病
対
策
な
ど
重
点

こ
こ
ろ
の
健
康
守
る
研
修
も

こ
こ
ろ
の
健
康
守
る
研
修
も

背
中
を
ほ
ぐ
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

方
法
を
学
ぶ
委
員
た
ち

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
は
８
月
30
日
、
１
日
に
必
要

と
さ
れ
る
野
菜
３
５
０
㌘
を
量
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
を
町
民
会
館
に
設

け
、
住
民
健
診
の
受
診
者
に
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

成
人
の
１
日
の
野
菜
摂
取
量
３

５
０
㌘
は
、
厚
労
省
の
健
康
づ
く

り
指
標
。
緑
黄
食
野
菜
１
２
０
㌘

と
そ
の
他
の
野
菜
２
３
０
㌘
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
摂
る
こ
と
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　

受
診
者
は
、
人
参
、
ピ
ー
マ
ン
、

小
松
菜
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
と
レ

タ
ス
、
大
根
な
ど
の
淡
色
野
菜
を

組
み
合
わ
せ
て
量
を
確
認
、
野
菜

不
足
を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
は
8
月
28
日
（
日
）
か

ら
9
月
1
日
（
木
）
ま
で
、
が
ん

検
診
を
含
む
健
康
診
断
を
町
保
健

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
が
、

熊
本
地
震
の
影
響
も
あ
っ
て
全
体

の
受
診
者
数
は
昨
年
を
下
回
り
、

特
定
健
診
の
受
診
率
も
目
標
値
に

届
か
な
い
よ
う
で
す
。

　

町
は
、
受
診
者
の
皆
さ
ん
に
10

月
26
日
（
水
）
の
健
診
結
果
相
談

会
（
15
㌻
参
照
）
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
自
分
の
健

康
状
態
の
把
握
し
、
病
気
を
早
期

発
見
す
る
た
め
に
集
団
健
診
の
受

診
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

集
団
健
診
は
が
ん
検
診
と
同
時

に
「
特
定
健
診
」
や
「
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
診
」
な
ど
複
数
の
健
診
を

一
度
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
受
診
者
は
、
国
民
健
康

保
険
加
入
の
40
歳
以
上
74
歳
以
下

を
対
象
に
し
た
「
特
定
健
診
」
が

３
９
６
人
で
、
昨
年
に
比
べ
て
11

人
減
、
そ
の
他
の
が
ん
検
診
を
含

め
る
と
１
１
１
８
人
で
、
66
人
減

少
し
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
昨

年
は
目
標
値
55
％
に
対
し
て
52
・

６
％
（
暫
定
値
）
で
わ
ず
か
に
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
目
標

値
を
57
・
５
％
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
受
診
者
の
減
少
で
受
診
率
は

昨
年
を
下
回
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
相
談
会
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
町
民
課
保
健
係
☎

２
３
７

－

２
５
７
４
、
へ
お
願
い

し
ま
す
。

今年の集団健診の受付
（８月29日、町保健センター）

健診結果相談会健診結果相談会
参加を呼びかけ参加を呼びかけ

集団検診の受診者減集団検診の受診者減

広報かしま 2016.10

7



○
御
船
署
管
内
４
町
合
同
出
発
式

　

９
月
20
日
、
御
船
町
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
御
船

警
察
署
と
管
内
４
町
か
ら
交
通
指

導
員
や
交
通
安
全
母
の
会
、
老
人

会
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙

と
う
の
後
、
川
北
御
船
署
長
た
ち

が
交
通
死
亡
事
故
防
止
の
取
り
組

み
強
化
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

保
育
園
児
と
く
ま
モ
ン
に
よ
る

ダ
ン
ス
、
県
警
白
バ
イ
隊
に
よ
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、

内
村
・
御
船
町
交
通
指
導
員
会
長

が
出
発
申
告
。
青
パ
ト
を
先
頭
に

嘉
島
町
役
場
ま
で
交
通
安
全
啓
発

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

○
園
児
が
安
全
運
転
の
声
か
け　

　

嘉
島
町
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
９
月
27
日
、
役
場
前
で
実
施
。

嘉
島
幼
稚
園
の
年
長
組
35
人
が
通

行
中
の
車
の
運
転
者
に
「
安
全
運

転
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
声
を
か

け
、
交
通
安
全
運
動
の
チ
ラ
シ
や

グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
母
の
会
の
会
員
に
付

き
添
わ
れ
た
園
児
た
ち
の
声
か
け

に
、
運
転
し
て
い
た
人
た
ち
は
、

「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
笑
顔

で
応
え
て
い
ま
し
た
。

○
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン　

９
月
23
日
、「
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
・
オ
ー
タ
ム
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
船
地
区
交
通
安
全
協
会
、
御

船
署
、
嘉
島
町
交
通
安
全
母
の
会
、

ダ
ン
プ
カ
ー
協
会
の
皆
さ
ん
が
参

加
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
来
場
者
に

チ
ラ
シ
や
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
配

り
、
前
照
灯
の
早
め
点
灯
や
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

○
第
14
回
高
齢
者
安
全
運
転
競
技

大
会　

９
月
22
日
、
御
船
町
の
熊

本
バ
ス
自
動
車
学
校
で
開
催
。
御

船
署
管
内
４
町
対
抗
で
、
10
人
１

チ
ー
ム
、
各
町
代
表
の
４
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
は
62
〜
78
歳
の
男
女
混

合
チ
ー
ム
で
出
場
。
Ｓ
字
カ
ー
ブ

や
ク
ラ
ン
ク
で
脱
輪
す
る
な
ど
、

慣
れ
な
い
状
況
に
て
こ
ず
る
場
面

も
あ
り
、
運
転
の
基
本
を
学
ぶ
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

個
人
で
岩
永
昭
一
さ
ん
（
上

島
）
が
見
事
２
位
に
入
り
ま
し
た
。

○
荒
木
町
長
が
登
校
見
守
り　

９

月
26
日
朝
、
東
・
西
小
学
校
の
通

学
路
数
カ
所
の
交
差
点
で
、
登
校

中
の
小
学
生
の
様
子
を
見
守
る
と

と
も
に
、「
気
を
つ
け
て
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ど
と
声
を
か
け

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
行
っ

て
き
ま
す
」
と
大
き
な
声
で
答
え
、

元
気
に
登
校
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

運
動
期
間
中
、
保
護
者
や
交
通

指
導
員
、
交
通
安
全
母
の
会
、
町

議
員
が
各
交
差
点
で
見
守
り
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

４町合同出発式

秋の全国交通安全運動
子供と高齢者の交通事故防止子供と高齢者の交通事故防止

町内でも活動展開町内でも活動展開
　秋の全国交通安全運動は９月 21 日から 30 日まで、
「子供と高齢者の交通事故防止」を主テーマに各地で運
動が行われ、嘉島町でも多彩な活動が展開されました。

　

手
を
あ
げ
て

　
　
　

青
で
も
心
は

　
　
　
　
　
　

黄
し
ん
ご
う

嘉島町チームの皆さん

（嘉島町交通安全キャラクター：キーツケくん）
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嘉
島
大
豆　
美
味
し
い
！

　

嘉
島
町
と
延
岡
市
を
結
ぶ
九
州

中
央
自
動
車
道
建
設
促
進
地
方
大

会
は
８
月
31
日
、
延
岡
市
北
方
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
熊
本
地
震

に
よ
っ
て
必
要
性
が
高
ま
っ
た
と

し
て
、
同
路
線
へ
の
平
成
29
年
度

予
算
の
重
点
配
分
な
ど
、
国
に
対

す
る
６
項
目
の
要
望
を
決
議
し
ま

し
た
。

　

同
道
建
設
促
進
協
議
会
（
会

長
・
河
野
俊
嗣
宮
崎
県
知
事
）
な

ど
が
毎
年
開
催
。
熊
本
、
宮
崎
両

県
の
沿
線
自
治
体
や
商
工
観
光
団

体
な
ど
か
ら
約
６
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

河
野
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
荒

木
町
長
は
沿
線
を
代
表
し
て
、

「
天
災
に
対
し
、
幹
線
道
路
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
、
九
州
中
央
自

動
車
道
の
緊
急
性
は
さ
ら
に
高

延
岡
市
で
建
設
促
進
地
方
大
会

延
岡
市
で
建
設
促
進
地
方
大
会

ま
っ
て
い
る
。
地
域
産
業
の
活
性

化
、
地
方
創
生
に
も
つ
な
が
り
、

熊
本
の
復
興
に
欠
か
せ
な
い
」
と

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

九
州
中
央
道
は
嘉
島
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）
―
延
岡
Ｉ
Ｃ

約
95
㌔
。
熊
本
県
側
は
、
嘉
島
Ｊ

Ｃ
Ｔ
―
小
池
高
山
Ｉ
Ｃ
１
・
８
㌔

が
平
成
26
年
３
月
に
開
通
。
小
池

高
山
Ｉ
Ｃ
―
北
中
島
Ｉ
Ｃ
10
・
８

㌔
は
30
年
度
に
開
通
予
定
で
す
。

九
州
中
央
道　

早
期
完
成
を

九
州
中
央
道　

早
期
完
成
を

「
災
害
時
の
必
要
性
高
ま
る
」

「
災
害
時
の
必
要
性
高
ま
る
」

　

か
し
ま
広
域
農
場
は
９
月
22
日
、

イ
オ
ン
熊
本
店
の
食
品
売
り
場
で
、

嘉
島
特
産
の
大
豆
を
Ｐ
Ｒ
す
る
試

食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
産
大
豆
百
％
で
作
ら
れ

た
と
う
ふ
「
ふ
く
ゆ
た
か
」
と
大

豆
焼
酎
「
嘉
島
」
の
消
費
拡
大
が

狙
い
で
、
初
の
試
み
。
試
食
は

「
ふ
く
ゆ
た
か
」
だ
け
で
し
た
が
、

多
く
の
人
が
「
柔
ら
か
く
て
美
味

し
い
」
と
買
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
豆
の
作
付
面
積
は
地

震
の
影
響
で
増
え
て
お
り
、
工
藤

組
合
長
は
「
今
後
も
こ
の
よ
う
な

活
動
を
続
け
て
、
地
元
の
米
、
大

豆
、
麦
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

移
動
棚
製
造
の
金
剛
㈱
（
熊
本

市
西
区
）
と
、
化
粧
箱
製
造
の
㈱

倉
岡
紙
工
（
同
市
南
区
）
は
こ
の

ほ
ど
、
上
仲
間
・
下
仲
間
の
地
区

計
画
区
域
に
新
工
場
を
建
設
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
と
10
月
６
日
の
説
明 移

動
棚
の 

金　
　

剛

化
粧
箱
の 

倉
岡
紙
工

会
で
、
地
権
者
は
２
社
の
進
出
に

同
意
。
２
社
は
い
ず
れ
も
来
年
５

月
ご
ろ
建
設
に
着
工
、
平
成
30
年

４
月
の
操
業
開
始
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。

　

金
剛
は
昭
和
22
年
創
業
。
独
自

の
移
動
棚
開
発
で
国
内
外
に
支
店
、

営
業
所
を
展
開
し
、
従
業
員
約
３

０
０
人
。
用
地
は
約
３
・
５
㌶
。

工
場
は
鉄
骨
平
屋
建
て
約
１
万
平

方
㍍
。
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
現

工
場
の
塗
装
部
門
を
移
設
予
定
で
、

「
将
来
的
に
は
研
究
部
門
も
集
約
、

生
産
拠
点
と
し
て
地
元
雇
用
も
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

倉
岡
紙
工
は
昭
和
40
年
創
業
。

菓
子
や
酒
類
な
ど
の
化
粧
箱
を
製

造
す
る
技
術
に
優
れ
、
従
業
員
25

人
。
約
１
・
５
㌶
の
用
地
に
、
鉄

骨
平
屋
建
て
約
４
８
０
０
平
方
㍍

の
本
社
兼
工
場
を
建
設
。「
気
密

性
の
高
い
、
環
境
に
配
慮
し
た
安

全
安
心
な
工
場
に
し
て
、
新
規
従

業
員
や
パ
ー
ト
も
雇
用
し
た
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

上
・
下
仲
間
に
工
場
建
設

上
・
下
仲
間
に
工
場
建
設

上
・
下
仲
間
の
地
区
計
画
区
域
。

手
前
が
金
剛
、
左
奥
が
倉
岡
紙
工

の
進
出
予
定
地

イ
オ
ン
で
試
食
会

沿線代表でアピール
する荒木町長
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平
成
28
年

熊
本
地
震

災
害
対
策
か
ら
復
興
へ

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

　
　

総
合
相
談
窓
口

☎
０
９
６－

２
３
７－

５
８
９
０

〇
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

義
援
金
受
付
口
座

　

熊
本
銀
行
嘉
島
支
店

　
　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

　
　

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害

　
　

義
援
金

　
　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣

嘉
島
町
復
興
本
部

　

熊
本
地
震
本
震
か
ら
５
カ
月
に

な
る
９
月
16
日
、
嘉
島
町
は
災
害

対
策
本
部
を
「
復
興
本
部
」
に
名

称
を
改
め
ま
し
た
。

　

８
月
末
で
町
民
体
育
館
の
避
難

所
が
解
消
し
、
建
設
予
定
の
応
急

仮
設
住
宅
11
団
地
・
２
０
８
戸
も

９
月
下
旬
ま
で
に
完
成
、
鍵
渡
し

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
本
格
的

に
復
興
へ
向
か
う
」
と
い
う
姿
勢

を
示
す
も
の
で
す
。

総
合
相
談
窓
口

　

役
場
２
階
の
総
合
相
談
窓
口
は
、

復
興
本
部
発
足
以
降
も
存
続
し
ま

す
。
罹
災
証
明
書
の
発
行
、
生
活

再
建
や
住
家
の
応
急
修
理
、
応
急

仮
設
住
宅
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

制
度
の
申
し
込
み
や
相
談
を
一
括

し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

９
月
25
日
現
在
、
罹
災
証
明
書

の
発
行
件
数
は
２
４
５
９
件
。
住

家
被
害
２
次
調
査
の
受
付
件
数
は

８
０
５
件
、
調
査
済
件
数
は
７
６

３
件
。
そ
の
他
の
受
付
件
数
は
被

災
者
生
活
再
建
支
援
３
４
８
件
、

応
急
修
理
２
２
８
件
、
家
屋
解
体

６
４
０
件
。
廃
棄
物
搬
入
許
可
証

の
発
行
件
数
は
４
０
５
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。

自
治
体
支
援

　

８
月
号
に
掲
載
し
た
７
月
25
日

以
降
９
月
25
日
ま
で
、
職
員
を
派

遣
し
て
い
た
だ
い
た
自
治
体
は
次

の
通
り
で
す
。

▽
熊
本
県
▽
静
岡
県
▽
神
奈
川
県

大
井
町
▽
石
川
県
中
能
登
町
▽
茨

城
県
▽
横
浜
市
▽
長
野
県
下
條

村
・
栄
村
・
松
川
村
▽
岩
手
県
田

野
畑
村
▽
兵
庫
県
香
美
町
▽
愛
媛

県
▽
宮
崎
県
▽
佐
賀
県
伊
万
里
市

▽
天
草
市
▽
北
九
州
市

災
害
支
援
協
定

県
庁
Ｏ
Ｂ
が
災
害
支
援

　

町
は
９
月
26
日
、
熊
本
県
退
職

者
建
設
技
術
協
会（
松
永
卓
会
長
）

と
災
害
支
援
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
公
共
土
木
分
野
の
県

庁
Ｏ
Ｂ
で
構
成
。
地
震
や
豪
雨
な

ど
の
災
害
時
に
、
町
の
要
請
に
応

じ
、
経
験
や
知
識
に
基
づ
い
て
公

共
土
木
施
設
の
応
急
対
策
や
災
害

復
旧
に
関
す
る
設
計
な
ど
の
技
術

的
助
言
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

協定を締結した松永会長（前列
右）と荒木町長

松
山
市
社
協
が
支
援

嘉
島
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
募
金

　

愛
媛
県
松
山
市
の
社
会
福
祉
協

議
会
は
９
月
16
日
、
嘉
島
町
を
含

む
熊
本
地
震
被
災
地
を
支
援
す
る

街
頭
募
金
活
動
を
同
市
繁
華
街
で

行
い
ま
し
た
。

　

４
月
29
日
に
始
め
、
５
月
以
降

は
毎
月
、
本
震
発
生
の
16
日
に
実

施
。
こ
の
日
は
約
百
四
十
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
。
市
社
協
職

員
た
ち
は
「
が
ん
ば
ろ
う
！
嘉

島
」
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
支
援

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
募
金
の
中
か
ら
百
万

円
を
嘉
島
町
社
協
に
寄
附
。
町
社

協
は
10
月
か
ら
本
格
的
な
活
動
に

入
る
「
地
域
支
え
合
い
事
業
」
で

使
う
軽
自
動
車
を
購
入
予
定
で
す
。

嘉島Ｔシャツを着て募金活動をする
松山市社協の皆さん

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

嘉
島
中　

ヒ
マ
ワ
リ
栽
培

　

嘉
島
中
学
校
生
徒
会
の
美
化
委

員
会
（
三
善
正
太
朗
委
員
長
）
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
で
死
亡
し
た
女

の
子
に
ち
な
む
「
は
る
か
の
ひ
ま

わ
り
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ヒ
マ

ワ
リ
を
７
月
か
ら
、
２
０
０
鉢
で

栽
培
、
花
が
咲
い
た
鉢
を
９
月
25

日
の
体
育
大
会
で
飾
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
で
、
三
善
委
員
長
が
提
案
。

委
員
が
交
代
で
夏
休
み
中
も
水
や

り
を
続
け
、
９
月
初
め
か
ら
咲
き

始
め
ま
し
た
。
鉢
植
え
の
た
め
花

は
小
ぶ
り
で
す
が
、
体
育
大
会
で

は
来
賓
席
や
敬
老
席
な
ど
に
飾
ら

れ
ま
し
た
。

花
を
咲
か
せ
た
ヒ
マ
ワ
リ
と
嘉

島
中
美
化
委
員
会
の
３
年
生
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営
業
再
開

　

Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ
セ
嘉
島
店
は
食
料
品

や
日
用
品
を
扱
う
本
館
の
改
装
工

事
を
終
了
し
、
９
月
16
日
に
全
面

的
に
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

同
日
は
開
店
前
か
ら
、
営
業
再

開
を
待
ち
か
ね
て
い
た
大
勢
の
買

い
物
客
が
詰
め
か
け
、
売
り
場
や

レ
ジ
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

Ｈ
Ｉ
ヒ
ロ
セ
５
カ
月
ぶ
り

イ
オ
ン
西
モ
ー
ル
は
屋
外

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
専
門
店

街
西
側
モ
ー
ル
に
入
店
し
て
い
た

雑
貨
店
や
飲
食
店
、
ス
ポ
ー
ツ
用

品
店
な
ど
７
店
は
９
月
28
日
、
北

側
駐
車
場
に
設
置
し
た
コ
ン
テ
ナ

利
用
の
屋
外
店
舗
で
営
業
を
再
開

し
ま
し
た
。
中
央
に
は
イ
ベ
ン
ト

広
場
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

専
門
店
街
の
東
側
モ
ー
ル
と
総

合
ス
ー
パ
ー
・
イ
オ
ン
熊
本
店
は

７
月
20
日
に
営
業
を
再
開
し
て
い

ま
す
。

被
災
地
訪
問
相
談

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
の
女
性

総
合
相
談
室
は
９
月
24
日
、
下
仲

間
公
園
仮
設
団
地
の
談
話
室
で
、

午
前
中
は
個
別
相
談
、
午
後
は
気

軽
に
話
し
合
う
「
お
し
ゃ
べ
り

会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
「
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
心
も

体
も
ほ
っ
こ
り
し
て
」
と
、
８
月

か
ら
毎
月
各
地
で
開
い
て
い
る
被

災
地
訪
問
相
談
事
業
で
す
。

仮
設
団
地
で
お
し
ゃ
べ
り

　

お
し
ゃ
べ
り
会
に
は
同
団
地
や

下
仲
間
地
区
内
外
か
ら
15
人
ほ
ど

が
参
加
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
コ
ー
ヒ
ー
や

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
地
震
後
は

少
な
く
な
っ
た
と
い
う
気
軽
に
話

し
合
う
機
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。談話室で話し合う皆さん

音
楽
の
炊
き
出
し

　

嘉
島
中
学
校
で
８
月
30
日
、

「
音
楽
の
炊
き
出
し
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
銘
打
っ
た
、
東
京
芸
大
卒
の
若

手
４
人
に
よ
る
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン

四
重
奏
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

く
ま
も
と
音
楽
復
興
支
援
１
０

０
人
委
員
会
に
よ
る
派
遣
。
日
本

管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
サ
ク
ソ

フ
ォ
ー
ン
部
門
第
１
位
の
上
野
耕

平
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
で
、
ス
イ
ン

グ
ジ
ャ
ズ
や
カ
ル
メ
ン
幻
想
曲
な

サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
四
重
奏

ど
見
事
な
演
奏
に
生
徒
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
仲
間

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
仲
間
た
ち
が
９

月
７
日
、
嘉
島
東
小
を
訪
問
、
児

童
と
交
流
し
ま
し
た
。
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
運
営
す
る
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
に
よ
る
社
会

貢
献
活
動
で
す
。

　

児
童
は
何
も
知
ら
さ
れ
な
い
ま

ま
体
育
館
に
集
合
。
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
、
ミ
ニ
ー
マ
ウ
ス
、
ド
ナ
ル

ド
ダ
ッ
ク
、
グ
ー
フ
ィ
ー
、
プ

ル
ー
ト
た
ち
の
登
場
に
、
た
ち
ま

ち
大
興
奮
。
声
を
上
げ
て
抱
き
つ

ミ
ッ
キ
ー
、
ド
ナ
ル
ド
ら

東
小
を
サ
プ
ラ
イ
ズ
訪
問

い
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
写
真
を

撮
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
を
し
た
り
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。
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選手宣誓。左から、黄・野田豪琉、
青・前田隼佑、赤・時松航世の各団長

荒木町長 髙森校長

～輝く絆　心を揺らせ　～輝く絆　心を揺らせ　
　嘉島中から元気を～　嘉島中から元気を～

力戦奮闘力戦奮闘

９月 25日　晴
嘉島中学校体育大会

力が入る団対抗の代表綱引き

笑顔がこぼれるムカデ競走

競技前、体操の後は背筋運動も 気合のYOSAKOI SORAN

応援にも一段と熱が入るリレー

競技時間は３分間。連続で何回跳べるか、練習の成果を競う団対抗長縄跳び
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嘉
島
町
体
育
協

会
の
平
成
28
年
度

総
会
は
９
月
13
日
、

役
場
会
議
室
で
開

催
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
、

新
理
事
長
に
宮
田

英
二
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
熊
本

地
震
の
影
響
で
例

年
よ
り
５
か
月
遅

れ
。
６
月
の
一
般

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
は
中
止
。

例
年
11
月
に
開
い

て
い
る
「
ジ
ョ
イ

フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か

し
ま
」
と
「
町
内

駅
伝
大
会
」
も
各

区
体
協
の
対
応
が

難
し
い
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

《
10
〜
11
月
の
休
館
日
》

10
月　

17
、
24
、
31
日

11
月　

７
、
14
、
21
、
28
日

※ 

休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
利
用
で
き
ま
す
。

☆ 

貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め

に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

地
震
被
害
で
、
借
り
て
い
る
本

を
返
せ
な
く
な
っ
た
方
は
、
図

書
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８おすすめ本

陸王
 池井戸潤
帰郷
 浅田次郎
死んでいない者
 滝口悠生
永遠とは違う一日
 押切もえ
コーヒーが冷めないうちに
 川口俊和
シンドラーに救われた少年
 レオン・レイソン著　古草秀子訳
112日間のママ
 清水健
不適切な日本語
 梶原しげる
メンズガーデナーに学ぶ庭造り
 文化出版局編

大村智ものがたり
　苦しい道こそ楽しい人生 馬場錬成
タスキメシ
 額賀澪
万次郎　地球を初めてめぐった日本人
 作　岡崎ひでたか　絵　篠崎三朗
さよなら宇宙人
 高科正信・作　荒井良二・絵
ひみつのきもちぎんこう
 ふじもとみさと・作　田中六大・絵
どうぶつがっこう
 作・絵　トビイルツ
ボタンちゃん
 小川洋子　作　岡田千晶　絵
ハロウィンのランプ
 小林ゆき子　さく・え
もうぬげない
 ヨシタケシンスケ

　

あ
る
日
、
キ
ツ
ネ
が
と
も
だ
ち

や
さ
ん
を
は
じ
め
る
こ
と
を
思
い

つ
き
ま
し
た
。

　

一
時
間
百
円
で
、
と
も
だ
ち
に

な
っ
て
あ
げ
る
の
で
す
。

　

キ
ツ
ネ
は
と
も
だ
ち
や
を
や
っ

て
い
る
う
ち
に
、
ほ
ん
と
う
の
と

も
だ
ち
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

わ
た
し
も
、
と
も
だ
ち
を
た
い

せ
つ
に
し
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
み
ん
な
も
、
と
も
だ
ち
や
の

本
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
と
も
だ
ち
や
」

内
田
麟
太
郎 

作　

降
矢
な
な 

絵

偕
成
社

嘉島東小学校２年

小林 夏美　さん

嘉  島  町  民  会  館
熊本地震による被災のため、ホール「アクア」と会議室等は当分の間、利用できません。ご了承ください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058

※借出と返却のほか、閲覧、
　学習もできるようになりま
　した。

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定書により、嘉島
町の皆さんも、熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみ
あいなどの図書館と同市公民館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所とお名前が分かるものを提示、
利用カードを作ってご利用ください。
　ただし、図書の借出と返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市
内で借りた本を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

宮田・新理事長

　

宮
田
さ
ん
は
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
種
目
部
の
代
表
。
任
期
は

２
年
で
す
。

ジョイフルスポーツ、町内駅伝　中止
　宮田英二さん理事長に　　　　　町体育協会総会
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＜インフルエンザ予防接種委託医療機関＞

医療機関名 住　所 電話番号

山地外科胃腸科医院 上島　2491 237－0003

たなか内科眼科 鯰　1898-3 235－7235

香田整形外科 北甘木 2018 237－2811

よしむら内科・循環器科 上島 2299-1 235－7773

さかた耳鼻咽喉科 鯰 1834-1 237－4133

西村病院 北甘木 2085 237－1551

大串内科 鯰 2789-1 234－7873

　インフルエンザは空気中にいるインフルエンザウイルスを吸い込むこ
とにより発病し、鼻水、くしゃみ、咳などの風邪の症状だけでなく高熱
や頭痛・関節痛等を起こす全身感染症です。ひどくなると肺炎や脳炎を
併発して重症化し、死亡する例も多くなっています。
　インフルエンザ予防のためには体力をつけておく、うがい・手洗いを
するなどの予防対策と予防接種を受けておくことが大切です。
　予防接種はかかりつけの病院等において任意で受けることができます
（医療機関により料金が異なります）が、以下の要件に該当される方は
町の一部助成で接種できますのでお知らせします。

１．対象者（予防接種法で定める者）
１） 65 歳以上の嘉島町に住民票を有する方
２） 60 歳以上 65 歳未満の嘉島町に住民票を有する
方のうち、心臓・じん臓・呼吸器の機能又はヒト
免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害をもつ
として厚生労働省令で定める方（医師の証明又は
身体障害者手帳 1級所持者）

　 ※年齢については、接種時点での年齢とする。

２．インフルエンザ予防接種の受け方
１） 右記の医療機関に電話で予防接種の予約をする。
２） 医療機関から指定された日に予防接種を受けに
行く。

 ※ 年齢、住所が確認できる書類（保険証等）を
持参してください。

３）医療機関に直接代金を支払う。
４）接種後は、「予防接種済証」を受け取る。
 ※済証は、大切に保管してください。

個人負担金（１回　2,000 円）
 ※通常の接種料金は１回 4,000 円程度です。

３．実施期間
　平成28年10月1日（土）～平成28年12月31日（土）

４．注意事項
１） ワクチン内に卵が含まれますので、卵アレル
ギーのある方は医師にご相談ください。

２） 予防接種には、副反応として色々な反応が出る
ことがありますので、受診中の方は主治医と相談
してから受けてください。

３） 予診票は指定医療機関に備え付けてありますが、
記入の際は説明を十分読んで理解の上、受けてく
ださい。

４）予防接種の回数は、１回です。

＜インフルエンザと普通のかぜのちがい＞
　普通のかぜは、症状としては喉が痛む、鼻がムズ
ムズする、水様の鼻汁がでる、くしゃみ、咳が中心
で全身症状はあまりみられません。発熱もインフル
エンザほど高くなく、重症化することはめったにあ
りません。一方、インフルエンザにかかると 39℃
以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の症状
が強く、あわせてのどの痛み、鼻汁などの症状もみ
られます。さらに、気管支炎、肺炎などを併発し重
症化することが多いのもインフルエンザの特徴です。
また、インフルエンザは流行が爆発的に始まり、短
期間に乳幼児から高齢者まで膨大な人を巻き込むと
いう点で普通のかぜとははっきり区別されます。

＜インフルエンザにかからないためには＞
　インフルエンザが流行してきたら、人ごみを避け
ましょう。特に、高齢者や慢性疾患を持っている人
は人ごみや繁華街への外出を控えましょう。疲れて
いるときや睡眠不足のときに外出すると、インフル
エンザに非常に感染しやすくなります。インフルエ
ンザウィルスは湿気に弱いので、室内では加湿器な
どを使って適度の湿度を保ちましょう。常日頃から
バランスよく栄養を摂ることも大切です。また、外
出時のマスクや帰宅後のうがい・手洗いは、かぜの
予防とあわせてお勧めします。

【お問い合わせ先】
 役場町民課保健係　☎ 237－ 2574

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種
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・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

中
学
校
周
辺

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

健
診
結
果
相
談
会

　

町
の
集
団
健
康
診
断
（
８
月
28
日
〜

９
月
１
日
）
を
受
診
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
診
断
結
果
や
普
段
か
ら
気
に
な
る

健
康
問
題
に
つ
い
て
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
が
個
別
に
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
職
場
健
診
や
か
し
ま
ド
ッ
ク
を
受

け
ら
れ
た
方
も
対
象
で
す
。

○
開
催
日　

10
月
26
日
（
水
）

○
場
所　

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
町
民
会
館
内
）

○
時
間　

西
校
区　

９
時
半
〜
11
時
半

　
　
　
　

東
校
区　

13
時
半
〜
15
時
半

○
持
参
い
た
だ
く
も
の　

健
診
セ
ン
タ
ー

か
ら
送
付
さ
れ
た
「
健
康
診
断
結
果
」

※
健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
及
び
説

明
は
、
来
所
順
に
個
別
相
談
で
実
施
し

ま
す
。
多
少
お
待
ち
合
わ
せ
時
間
が
生

じ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

住
家
被
害
の
認
定
調
査

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
住
家
被

害
認
定
調
査
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の

指
針
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
２
次
調
査
に
お
い
て
一
部

の
自
治
体
と
調
査
・
判
定
方
法
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
と
の
報
道
が
あ
り
、
熊
本

県
を
中
心
に
検
証
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
調
査
方
法
に
違
い
は
あ
る

も
の
の
判
定
結
果
に
は
差
が
な
い
と
の

結
論
が
で
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
被
害
判
定
結
果
に

ご
納
得
い
か
れ
な
い
方
に
対
し
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
内
閣
府
の
指
針
に
基

づ
い
て
、
２
次
調
査
（
建
物
内
部
へ
の

立
ち
入
り
調
査
）
及
び
必
要
に
応
じ
て

再
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
２
階

総
合
相
談
窓
口
で
申
請
手
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

住
宅
応
急
修
理　
　
　

工
事
完
了
期
限
を
延
長

　

熊
本
地
震
に
伴
う
住
宅
の
応
急
修
理

は
、
被
害
調
査
が
完
了
し
て
お
ら
ず
、

施
工
業
者
が
著
し
く
不
足
し
て
い
る
た

め
、
工
事
完
了
期
限
の
延
長
が
決
定
、

新
た
に
申
込
期
限
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
申
込
期
限　

　

平
成
29
年
４
月
13
日
（
木
）
ま
で

○
工
事
完
了
期
限

　

現
行
の
平
成
28
年
12
月
13
日
（
火
）

は
延
長
。
具
体
的
な
期
限
は
今
後
の
申

込
状
況
や
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
応
じ

て
熊
本
県
が
設
定
し
ま
す
。
平
成
29
年

度
中
の
工
事
完
了
を
想
定
し
て
い
ま
す

が
、
時
期
は
未
確
定
で
す
の
で
、
早
め

の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１　

健
康ラ

ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
様
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月

１
回
（
基
本
第
１
日
曜
日
）、
熊
本
弁

で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ
オ
体
操

と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。

　

参
加
費
等
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

○
第
１
回
日
時

　

11
月
６
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
，
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）。
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

子
育
て

児
童
扶
養
手
当
制
度

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
や
、
父
母
が
い
な
い
た
め
父
母
以
外

の
方
が
児
童
を
養
育
す
る
場
合
な
ど
に
、

児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。
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手
当
を
受
け
る
事
が
出
来
る
人
は
、

次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
18
歳
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
、
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
・
母
、
ま
た
は
父
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
す
。
な
お
、

18
歳
に
達
し
た
後
も
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
に
一
定
以
上
の
障
害
が

あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
手
当
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺
族

年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
）

③
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
（
国
民

年
金
の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
が
あ
る

児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
（
未
婚

で
）
出
生
し
た
児
童

⑨　

⑧
に
当
た
る
か
明
ら
か
で
な
い
児

童
　

た
だ
し
、
受
給
者
及
び
扶
養
義
務
者

や
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
限
度
額
を
越

え
る
場
合
は
、
手
当
の
全
部
又
は
一
部

が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
12
月
か
ら
、
児
童

ま
た
は
受
給
者
が
公
的
年
金
（
※
）
を

受
給
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
年

金
の
合
算
額
が
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

及
び
受
給
開
始
後
５
年
経
過
に
よ
る
支

給
制
限
後
の
手
当
額
よ
り
低
い
場
合
に

は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

10
月
20
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

小
学
校
の
フ
ッ
化
物
洗
口

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
！

　

嘉
島
町
の
小
中
学
校
で
は
、
虫
歯
予

防
対
策
の
一
環
と
し
て
週
１
回
１
分
間

の
フ
ッ
化
物
洗
口
（
プ
ク
プ
ク
う
が

い
）
を
実
施
し
て
お
り
、
小
学
校
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
手
伝
い
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
近
所
の
子

ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
様
子
を
週
に
１

回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
の
ぞ

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
お
手
伝
い
の
内
容

　

・
毎
週
金
曜
日
の
朝
８
時
す
ぎ
に
小

学
校
へ
行
く

　

・
８
時
20
分
ま
で
に
フ
ッ
化
物
の
薬

剤
が
入
っ
た
ポ
ン
プ
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
コ
ッ
プ
に
注
ぎ
分
け
る

　

・
コ
ッ
プ
の
洗
浄
な
ど
後
片
付
け

※
難
し
い
作
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。
準
備

か
ら
後
片
付
け
ま
で
15
分
程
度
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７－

０
９
３
７

ペ
ッ
ト

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

○
期
日　

11
月
17
日
（
木
）

○
場
所
及
び
時
間

【
東
地
区
】

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　

９
時
〜
９
時
10
分

・
上
六
嘉
公
民
館　

　

９
時
20
分
〜
９
時
半

・
北
甘
木
公
民
館

　

９
時
40
分
〜
９
時
50
分

・
井
寺
公
民
館　

10
時
〜
10
時
10
分

・
下
六
嘉
公
民
館　

　

10
時
20
分
〜
10
時
半

・
三
郎
無
田
公
民
館

　

10
時
40
分
〜
10
時
50
分

・
東
小
学
校
正
門
前　

　

11
時
〜
11
時
10
分

【
西
地
区
】

・
上
島
公
民
館　

13
時
半
〜
13
時
40
分

・
鯰
公
民
館　

13
時
50
分
〜
14
時

・
上
仲
間
公
民
館　

　

14
時
10
分
〜
14
時
20
分

・
下
仲
間
公
民
館　

　

14
時
半
〜
14
時
40
分

・
犬
渕
公
民
館　

14
時
50
分
〜
15
時

・
高
田
公
民
館　

　

15
時
10
分
〜
15
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前

　

15
時
半
〜
15
時
40
分
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あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
聞
い
て
い
い
の

か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

　

 （
※
熊
本
地
震
の
た
め
、
御
船
町
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

　

熊
本
県
行
政
書
士
会
は
毎
年
10
月
を

「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
し
て
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

も
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会
や
講
演
会

※
都
合
の
よ
い
場
所
で
受
け
て
下
さ
い
。

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
予
防
注

射
が
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず

年
１
回
の
予
防
注
射
を
受
け
て
下
さ
い
。

料
金
は
１
頭
当
り
３
０
７
０
円
で
す
。

登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登
録
料

３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
が
病
気
や
体
調
不
良

の
場
合
は
、
か
か
り
付
け
の
獣
医
師
等

に
ご
相
談
の
上
、
注
射
を
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
本
年
度
中
に
注
射
を
済
ま
さ
れ
て
い

る
方
に
は
注
射
済
票
（
黄
色
）
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

減　

免
下
水
道
使
用
料
の

算
定
人
員
に
よ
る
減
免

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
、

町
外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入

院
・
単
身
赴
任
・
自
宅
以
外
か
ら
通
学

す
る
学
生
等
）
は
、
使
用
料
の
減
免
措

置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式
に
よ

る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

10
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

　

11
月
16
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

を
開
催
し
ま
す
。

○
無
料
相
談
内
容

①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

（
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗
営
業
・
開

発
・
農
地
転
用
・
車
庫
証
明
・
車
両
登

録
・
在
留
資
格
な
ど
）

②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
等
の

法
人
設
立
に
関
す
る
こ
と

③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

④
会
計
記
帳
・
内
容
証
明
書
・
契
約
書

の
作
成
に
関
す
る
こ
と

○
街
頭
無
料
相
談
会

・
日
時　

10
月
26
日
（
水
）・
27
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

・
場
所　

鶴
屋
百
貨
店　

本
館
７
階

　
　
　
　

レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス

　

※
直
接
相
談
に
応
じ
ま
す

○
市
民
公
開
講
座

・
日
時　

10
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
半
受
付
開
始　

14
時
〜

・ 

場
所　

熊
本
空
港
ホ
テ
ル
エ
ミ
ナ
ー

ス
１
階　

り
ん
ど
う

・
内
容　

　

第
一
部　

公
証
人
の
講
演

　

 

第
二
部　

公
証
人
と
行
政
書
士
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
行
政
書
士
会

☎
３
８
５－

７
３
０
０
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無
料
登
記
相
談
所
（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
り
、
倒

壊
し
た
建
物
の
登
記
に
関
す
る
相
談
や

土
地
・
建
物
等
の
売
買
・
贈
与
・
相
続

等
の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

　

11
月
10
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４－

２
１
４
５

音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
御
船

相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

土
地
取
引

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
届
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
等
し

た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者

（
買
主
）
が
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
届
出
が
必
要
な
取
引　

売
買
、
交
換
、

売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
等

○
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

◆
都
市
計
画
区
域
（
嘉
島
町
全
域
）

・
市
街
化
区
域　

２
千
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　

５
千
㎡
以
上

○
届
出
期
限　

契
約
（
予
約
含
む
）
締

結
日
か
ら
２
週
間
以
内
（
締
結
日
含

む
）

○
届
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る
市
区

町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
課

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地
基
本

法
は
土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
基
本
理

念
を
定
め
て
い
ま
す
。
土
地
の
有
効
利

用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

①
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

②
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切

で
す

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん

④
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め

ら
れ
ま
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－
２
６
４
１

　
　

熊
本
県
企
画
振
興
部
地
域
・

　
　

文
化
振
興
局
地
域
振
興
課

☎
３
３
３－

２
１
８
１

は
か
り

計
量
器
の
定
期
検
査

　

震
災
の
影
響
で
延
期
し
て
い
ま
し
た

が
、
計
量
法
第
19
条
の
規
定
に
よ
り
、

「
取
引
」「
証
明
」
に
使
用
す
る
計
量
器

の
定
期
検
査
を
次
の
通
り
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
7
日
（
月
）

　

10
時
〜
15
時
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

嘉
島
町
町
民
会
館
南
側
大
道

具
搬
入
口　

※
従
来
の
場
所
と
は
違
い

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
持
参
物　

計
量
器
（
質
量
計
等
）、

手
数
料
（
１
台
あ
た
り
５
０
０
円
〜
２
，

２
０
０
円
程
度
）

○
検
査
対
象
計
量
器

・ 

商
店
等
で
商
品
の
売
買
に
使
用
す

る
は
か
り

・ 

病
院
、
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用
の
は
か
り

・ 

学
校
、
病
院
、
保
育
園
等
で
使
用
し

て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

・ 

農
協
、
漁
協
等
流
通
物
資
の
集
荷
、

出
荷
等
に
使
用
す
る
は
か
り

・ 

宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
が
貨
物
の

運
賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

・ 

農
業
、
漁
業
等
の
生
産
者
が
生
産
物

等
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

一
般
社
団
法
人
熊
本
県
計
量
協
会

☎
３
６
７－

７
８
１
６

　
　

熊
本
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

計
量
検
定
グ
ル
ー
プ

☎
３
６
９－

２
１
５
１

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

一
斉
清
掃

10
月
30
日
（
日
）
は

秋
の
町
内
一
斉
清
掃
日
で
す

　

美
し
く
住
み
よ
い
私
た
ち
の
町
の
道

路
、
河
川
敷
、
空
地
等
に
散
乱
し
て
い

る
ご
み
を
拾
い
、
自
分
達
の
手
で
き
れ

い
な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、

ふ
だ
ん
気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ

い
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
粗
大
ゴ
ミ
収
集

　

10
月
30
日
は
、
町
内
一
斉
清
掃
に
併

せ
て
「
粗
大
ご
み
」
を
収
集
し
ま
す
。

　

必
ず
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、
各
地
区

で
指
定
さ
れ
た
収
集
場
所
に
お
出
し
下

さ
い
。（
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出

さ
な
い
で
下
さ
い
）

　

例
年
、
タ
イ
ヤ
、
テ
レ
ビ
等
の
出
せ

な
い
物
も
見
受
け
ま
す
。
必
ず
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
『
粗
大
ご
み
』
は
、
燃
え
な
い
ご
み

で
あ
っ
て
、
町
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な

い
大
き
さ
の
ご
み
で
す
。
町
指
定
ご
み

袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の
燃
え
る
ご
み

は
、
益
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
自
己

搬
入
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９
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イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会

嘉
島
町
文
化
祭

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
開
催

　

今
年
の
嘉
島
町
文
化
祭
は
会
場
を
変

更
し
、
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

○
舞
台
発
表

・
11
月
３
日
（
木
）
９
時
〜

・
か
し
ま
太
鼓
、
園
児
や
公
民
館
講

座
、
町
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
出
演

○
作
品
展
示

・
11
月
４
日
（
金
）
９
時
〜
17
時

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
書
道
、
短
歌
、
ち

ぎ
り
絵
、
六
嘉
獅
子
舞
な
ど

○
会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本　

イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス

※
内
容
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

町
教
育
委
員
会

☎
２
３
７－

０
０
５
８

か
み
ま
し
き
復
興
マ
ル
シ
ェ

　

上
益
城
の
お
い
し
い
、
た
の
し
い
、

す
ば
ら
し
い
が
大
集
合
！

○
日
時

　

10
月
30
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

○
場
所　

再
春
館
製
薬
所
駐
車
場

　
（
益
城
町
寺
中
１
３
６
３－

１
）

・
上
益
城
５
町
か
ら
多
数
の
事
業
者

が
出
店
し
、
お
惣
菜
や
加
工
品
、
旬
の

農
作
物
、
お
し
ゃ
れ
な
雑
貨
等
を
展
示

販
売
し
ま
す
。

　

バ
ッ
チ
づ
く
り
、
恐
竜
つ
り
ぼ
り
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ル
展
示
も

あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会

☎
２
８
２－

３
０
４
４

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

○
日
時

　

11
月
24
日
（
木
）
９
時
〜
16
時
50
分

　

11
月
25
日
（
金
）
９
時
〜
15
時

○
場
所　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　
（
御
船
町
辺
田
見
１
６
９
番
地
）

○
受
講
申
込
受
付

・
期
間　

10
月
27
日
（
木
）
〜
11
月
18

日
（
金
）
ま
で
の
平
日
８
時
半
か
ら
17

時
ま
で

・
場
所　

上
益
城
消
防
本
部
予
防
課

※
会
場
の
都
合
で
先
着
70
人
。
申
込
書

は
上
益
城
、
山
都
、
蘇
陽
の
各
消
防

署
・
出
張
所
に
用
意
。
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

○
受
講
料

　

４
，
０
０
０
円
（
申
請
時
に
徴
収
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎
２
８
２－

１
９
６
３

　

携
帯
電
話
に
知
ら
な
い
サ
イ
ト
か

ら
い
き
な
り
「
情
報
料
の
請
求
」
と

い
っ
た
内
容
の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て

く
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
メ
ー
ル
は
「
架
空
請
求
メ

ー
ル
」
と
呼
ば
れ
、
脅
迫
的
な
内
容

で
お
金
を
脅
し
取
ろ
う
と
す
る
詐
欺

の
手
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

◎
料
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
〜　

利
用
し
て
い
な
い
サ
イ
ト
へ

の
支
払
い
義
務
は
当
然
あ
り
ま
せ
ん
。

悪
質
な
業
者
は
「
至
急
支
払
い
を
し

な
い
と
法
的
措
置
を
と
る
」
な
ど
と
、

法
律
用
語
や
脅
迫
的
な
内
容
で
受
信

者
を
不
安
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
、
連

絡
し
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

業
者
と
関
わ
り
を
持
ち
た
く
な
い

と
い
う
理
由
で
一
度
で
も
支
払
い
を

し
た
り
、
問
い
合
わ
せ
や
連
絡
を
し

て
支
払
い
そ
う
な
様
子
を
見
せ
た
り

し
て
し
ま
う
と
、
さ
ら
に
相
手
側
か

ら
請
求
が
続
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
相
手
は
あ
な
た
の
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
〜　

支
払
わ
な
け
れ
ば
「
自
宅

を
調
べ
て
取
り
立
て
に
行
く
」
な
ど

と
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
た
い
て
い
の
場
合
、
こ
ち
ら
か

ら
連
絡
を
し
な
い
限
り
、
相
手
は
ア

ド
レ
ス
以
外
知
ら
な
い
と
考
え
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
ご
利
用
の
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
名
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
、
携
帯
電

話
の
固
有
識
別
番
号
な
ど
の
情
報
が

メ
ー
ル
に
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら

住
所
を
調
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
対
処
法
〜　

架
空
請
求
メ
ー
ル
の

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

の
対
処
法
と
し
て
は
、

①
架
空
請
求
メ
ー
ル
は
無
視
す
る

②
絶
対
に
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い

る
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
を
し
な
い

③
心
配
な
場
合
は
相
談
を
す
る

で
す
。

　

請
求
内
容
に
心
当
た
り
が
あ
る
、

メ
ー
ル
に
あ
な
た
の
名
前
な
ど
の
個

人
情
報
が
表
示
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

心
配
な
場
合
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

ま
た
、
慌
て
て
相
手
先
に
連
絡
し
た

り
せ
ず
に

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
17
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
架
空
請
求
メ
ー
ル
に
ご
用
心
》

見
守
り
新
鮮

情
報
10
月
号
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熊本地震被災による国民健康保険税の減免

　熊本地震により被害を受けられた方に対し、平成 28 年度国民健康保険税の減免を行います。
　下記の要件をご覧頂き、申請が必要な方は必要書類を役場税務課までご提出ください。

☆申請期間　平成 28年 10 月 17 日（月）～平成 29 年 3月 31 日（金）
　※平成 29 年 3 月に資格取得された方につきましては平成 29 年 4 月 30 日まで受付を行います。
☆受付時間　午前９時～午後４時（土、日、祝日を除く）

＜減免の対象となる方と減免の割合＞
　地震の被害により以下の⑴～⑶の基準のいずれかに該当される方は、項目ごとに減免割合を計算しま
す。複数の基準に該当する場合は、減免割合の大きい方で減免します。
　納付済みの方は、減免決定後に還付または期割額の減額を行います。

⑴人的被害
　①死亡された方…全額
　②障がいの認定を受けた方…10 分の９
《申請に必要な書類》
　①＝災害時に町内に住民票があった方は、町の調査を元に減免しますので、申請は不要です。
　②＝障害者手帳

⑵住宅被害
　① 居住する住宅が半壊以上の損害を受けた方で、平成 27 年中の所得が 1,000 万円以下の方は下記の区

分により減免します。
　　

※ここでの合計所得金額は、世帯主または被保険者の所得の中で一番高い所得のことです。
　
② 他市町村で被災し半壊以上の被害を受け、平成 27 年中の所得が 1,000 万円以下の方は、上記の⑵①と
同様の区分により減免します。

③ 所有する家財が受けた損害の程度（下記の表に続く計算式で計算）が 10 分の 3以上で、平成 27 年中
の所得が 1,000 万円以下の方は、下記の区分により減免します。

※計算式：損害の程度＝（被害を受けた家財の時価－補てん金）÷☆家族構成別家財評価額
　　　　　（注）補てん金は損害保険による保険金等がある場合

損害程度

合計所得金額

減免の割合

半壊又は大規模半壊 全壊

500 万円以下であるとき ２分の１ 全部

750 万円以下であるとき ４分の１ ２分の１

750 万円を超えるとき ８分の１ ４分の１

損害の程度

合計所得金額

減免の割合

10分の３以上
10 分の５未満のとき

10分の５以上のとき

500 万円以下であるとき ２分の１ 全部

750 万円以下であるとき ４分の１ ２分の１

750 万円を超えるとき ８分の１ ４分の１
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　熊本地震で被災された方に対し、平成 28 年度介護保険料の減免措置を行います。
　減免は、町が実施した住家被害認定調査の結果を基に行うため、申請手続きは不要です。
　ただし、他市町村で被災し半壊以上の被害を受け、その後嘉島町に転入した方は、り災証明書を添付
しての申請が必要です。申請期間及び受付時間は国民健康保険税と同様です。
　納付済みの保険料が減免決定後の保険料を超えてしまった場合は、超えた分の保険料を後日還付しま
す。
　年金からの特別徴収（天引き）で保険料を納付されている方は、減免で保険料が減額となることによ
り特別徴収が中止され、中止後の保険料は口座振替又は納付書による納付となります。

○減免の対象となる方
　地震発生時に居住していた住宅が、半壊、大規模半壊又は全壊と判定された 65 歳以上の介護保険第 1
号被保険者

○減免割合
　平成 27 年中の合計所得金額と損害程度の区分により減免します。

【お問い合わせ先】役場税務課課税係　☎２３７－２６３９、役場町民課介護保険係　☎２３７－２５７６

【注意】広報かしま８～ 10 月号でお知らせしました、地震被災に伴う①後期高齢者医療保険料②住民税
（町民税・県民税）③固定資産税④国民健康保険税⑤介護保険料の減免は、決定まで約２カ月かかります。
減免が決定するまでは、それぞれの納期までに納付をお願いします。減免が決定し、年税額確定後に還
付または期割額の減額を行いますので、ご理解をお願いします。

損害の程度

合計所得金額

減免の割合

半壊・大規模半壊 全壊

190 万円未満 ２分の 1 全部

190 万円以上 ４分の 1 ２分の 1

介護保険料を減免（申請不要）

《申請に必要な書類》
　①＝町の調査を元に減免しますので、申請は不要です。
　②＝り災証明書の写し
　③＝被害を受けた家財の明細書（※税務課窓口に設置しています）。
　　　保険金等による補てんがある場合は損害保険等の契約書、支払明細書

　【お問い合わせ先】　役場税務課課税係　☎２３７－２６３９

☆家族構成別家財評価額（年齢は平成 28年１月１日時点）
世帯主の年齢 夫婦 独身
～ 29歳 500 万円

300 万円
30 ～ 39 歳 800 万円
40 ～ 49 歳 1,100 万円
50 歳～ 1,150 万円

（注） 大人（年齢 18 歳以上）１名につき 130 万円、子供（年
齢 18 歳未満）１名につき 80万円を加算します。
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10 月 の納税等 11 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税………………… ③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑥　期介護保険料
保育所利用料………… 10月分
下水道使用料……………９月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年10月31日（月）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑦　期介護保険料
保育所利用料………… 11月分
下水道使用料………… 10月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年11月30日（水）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

10月26日
11月 9 日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 28 年８月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.8 17 62 0 0 1 5 0 4

H28 累計 52 451 4 1 16 8 0 8

前年比 +8 -41 +1 +1 -5 +6 -1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.8 39 237 2 0 1 6 0 7

H28 累計 148 1625 17 2 23 17 1 17

前年比 -3 +185 +9 +1 -4 +3 -4 -4

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（TEL282-1110　内線 261 ～ 264）

実施期間 10月 11日（火）～ 10月 20日（木）実施期間 10月 11日（火）～ 10月 20日（木）

〜
交
通
事
故
多
発
中
〜

　

８
月
は
、
町
内
で
人
身
事
故
が
多

発
し
、
８
月
末
時
点
で
、
前
年
と
比

較
し
て
増
加
傾
向
に
転
じ
ま
し
た

（
８
月
末
時
点
で
前
年
よ
り
も
８
件

増
加
）。

　

歩
行
者
は
目
立
つ
格
好
を
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め

に
前
照
灯
を
点
灯
す
る
、
速
度
を
抑

え
た
運
転
を
す
る
な
ど
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　●戸建ての２階やアパートの上階の窓、浴室やトイレの小窓も施錠
　●朝のゴミ出しなど短時間の外出でも施錠
　●在宅中も玄関ドアを施錠

　「万引きをしない！させない！見逃さない！」をスローガンに
みんなで万引きを防止しましょう。
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日本国憲法制定以降（戦後）には、
どのような歴史があったのですか？

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その293〕

同和問題を知っていますか

○
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て

　

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
日
本
に

在
住
あ
る
い
は
訪
問
す
る
外
国
人
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
就
労
差
別
や
入

居
・
入
店
拒
否
な
ど
日
常
生
活
に
お

い
て
差
別
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
在
留
外
国
人

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
観
光
や
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
も
含
め
、
諸
外
国
と
の

人
的
・
物
的
交
流
の
規
模
は
今
後
も

拡
大
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

外
国
人
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
は
、

異
な
る
民
族
・
国
・
地
域
・
文
化
等

に
つ
い
て
正
し
い
理
解
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
や
、
伝
統
的
な
価
値
観

を
有
す
る
地
域
社
会
の
中
で
、
外
国

人
や
異
文
化
に
対
し
て
閉
鎖
的
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
要
因
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
交
流
し
、

文
化
や
歴
史
の
違
い
を
知
る
こ
と
で

お
互
い
を
一
人
の
人
間
と
し
て
認
め

合
い
、
尊
重
し
合
う
関
係
を
気
づ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
外
国
人
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、

不
当
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と

　

ア
パ
ー
ト
へ
の
入
居
や
店
舗
へ
の

入
店
、
施
設
の
利
用
な
ど
を
断
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
就
業

を
断
ら
れ
た
り
、
就
業
し
た
後
の
待

遇
面
で
差
別
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
様
々
な
店
舗

や
施
設
、
公
共
機
関
な
ど
で
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
問
題
も
あ
り
ま
す
。

・
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

　

特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を
誹

謗
中
傷
し
た
り
、
排
斥
し
た
り
す

る
言
動
で
す
。
こ
う
し
た
言
動
は
、

人
々
に
不
安
感
や
嫌
悪
感
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を

傷
つ
け
た
り
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
で
は
▼
く
ま
も
と
国
際
化

総
合
指
針
の
策
定
や
▼
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
対
策
に
つ
い
て
強
化
策
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
し
、
国
に
お
け

る
適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

同和対策審議会答申
　昭和40（1965）年、同和問題解決のために
設置された政府の諮問機関である同和対策審議会
は答申を出しました。この答申では、同和問題を
「もっとも深刻にして重大な社会問題」であると認
識し、その早急な解決は「国の責務であり、同時
に国民的課題である」とし、「生活の安定と地位の
向上を図ることが、同和問題解決の中心的課題で
ある」と指摘して、特別措置法による対策の実施
を提言しました。
　この答申はその後の同和対策の基礎となってお
り、この答申が果たした歴史的意義は大きいもの
があります。
● 同和問題は現代社会においてもなお著しく基本
的人権を侵害され、市民的権利と自由を保障さ
れていないという、もっとも深刻にして重大な
社会問題であると認識したこと。
● 同和問題の早急な解決こそ国の責務であり、同
時に国民的課題であると明示したこと。
● 部落差別を心理的差別と実体的差別に分類し、
それらが相互に悪循環を繰り返し、その背景に
は、わが国の社会、経済、文化体制が存在して
いることを指摘したこと。

● 就職と教育の機会均等を完全に保障し、生活の
安定と地位の向上を図ることが同和問題解決の
中心的課題であると指摘したこと。

● 「部落差別が現存するかぎり、この行政は積極
的に推進されなければならない」と指摘し、今
後の行政の具体的財政措置、年次計画の必要性
を示したこと。

特別措置法による同和対策
　この答申を受け、国は同和対策事業特別措置法
を制定し、その後、この法律も含め３本の法律に
基づき昭和44（1969年）から平成13（2001）
年度末までの33年間にわたり、生活環境の改善、
社会福祉の増進、産業の進行、職業の安定、教育
の充実、人権擁護活動の強化など総合的な施策を
推進してきました。
● 同和対策事業特別措置法（昭和44年～昭和57年
の13年間）

● 地域改善対策特別措置法（昭和57年～昭和62年
の５年間）

● 地域改善対策特定事業に係る国の財政上の特別
措置に関する法律（昭和62年から平成13年度末）

（熊本県人権啓発資料より）

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
⑥

「
外
国
人
の
人
権
」

｢｢

ち
が
い

ち
が
い｣｣

を
理
解
し
よ
う
！

を
理
解
し
よ
う
！

行政施策
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

簡単おからサラダ

トマトときゅうりのおろし合え

〈材料〉 （2人分）
生おから 100 ｇ 　
ベジタブルミックス 適量 　　 
ハム 3枚くらい 
ゆで卵 1 個 　　
マヨネーズ 適量 　　

〈材料〉 （2人分）
大根 70 ｇ　　　
トマト 80 ｇ　　　
きゅうり 60 ｇ　　　
しらす干し 7 ｇ　　　
酢　　　　　　小さじ１
薄口しょうゆ　小さじ 1/2 弱
砂糖　　　　　小さじ１ 
塩　　　　　　小さじ 1/2

〈作り方〉
① 　冷凍ベジタブルミックスを茹でて水を切り、冷まし
ておく。
② 　ハムはベジタブルミックスと同じくらいの大きさに
刻んでおく。
③ 　生おから、冷ましたベジタブルミックス、刻んだハ
ム、ゆで卵を入れ、フォークでゆで卵をつぶしながら
マヨネーズで和える。

（エネルギー 239kcal、たんぱく質 9.4g、脂質 17.9g、
食塩相当量 0.8g）

〈作り方〉
① 　トマトは種をとり、7㎜角切りに切る。きゅうりは、
トマトと同じように切り、薄く塩をして軽く絞る。
②　しらす干しは、さっと熱湯をかけておく。
③　大根はおろし、軽く水気を切り、調味料と合わせる。
④　①と②を③で和える。
（エネルギー 23kcal、たんぱく質 1.4g、脂質 0.1g、食
塩相当量 0.9g）

嘉島町食生活改善推進員協議会

子どもも喜ぶ

さっぱりとした和え物です♪

今夜のおかずにもう一品今夜のおかずにもう一品☝

『目からウロコの食糧備蓄』～懐かしい未来食があなたを救う～
　と題して、阿蘇郡小国町の食エコロジスト、波
多野毅先生に、9月 7 日嘉島町食生活改善推進員
協議会会員の学習会で講演頂きました。
『見方が変わると、見え方が変わる！』食糧備蓄も、
保存食の買いだめより、日常食（米、乾物、味噌、
醤油）の買い置きと、カセットコンロ、水があれ
ば、日本の伝統食が懐かしい未来食につながる。
　日本の伝統食⇒世界の健康食⇒災害時の非常食
　私たちは熊本地震によりたくさんの教訓を得ているところですが、「食生活改善推進員
こそキーパーソン」と励ましを頂き、これからの活動に有意義な研修となりました。
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Second Semester Resolutions
It’s been 6 weeks since I moved to Kashima, and the second
semester is well underway. In that short time, I have visited 
many places in Kumamoto. I briefly left Kashima for a 
one night stay in Ashikita, and I felt homesick -- not for 
Canada, but for Kashima! The moment that I crossed the 
Kasegawa back into Kashima, I was so surprised to feel 
a wave of relief wash over me. Most recently watching a
performance by the group ‘-Bukyo- ODORU WA DAIKO ’ 
at the Kumamoto Prefectural Theatre. 

Last week, I visited Kashima’s kindergarten for the first 
time, and I introduced myself to the children. I showed 
them a video of my grandmother exercising. I made the 
recording before leaving Canada so that the students in 
Kashima town could have the opportunity to see her. 

Most of my days are now spent at Kashima Junior High 
School. Junior High School is an important time in one’s
life, filled with emotions, exams and struggles in building 
friendships. Students are at a vulnerable stage where 
they may quickly lose interest in learning a foreign language. 
My main goal is to try to give students an incentive to speak 
English outside of class. One of my strategies for encouraging 

students to speak English with me has been the introduction of the "Canada Card" system. The "Canada 
Card" is a small card I made for each student and distributed at the beginning of the second semester, 
on which the students can receive stamps for approaching me and asking me a question in English. If 
a student accumulate 10 stamps, he or she will receive a special prize from Canada. The next time you 
see a Kashima Junior High School student, please ask them how many stamps they have!

２学期の抱負
　嘉島に引っ越してから６週間が経ち、学校では、い
よいよ２学期が始まりました。私は比較的短い期間で、
熊本のいろんな場所を訪ねました。芦北では御立岬公
園に行き１泊しましたが、その時カナダではなく、な
んと嘉島が恋しくなりました。そして帰りに加勢川を
渡った時、ほっとした気持ちになり私自身びっくりし
ました。最近では、熊本県立劇場で行われた「DRUM 
TAO」の「Bukyo 踊る和太鼓」の公演も見に行きま
した。 
　先週、初めて嘉島幼稚園を訪問しました。そこで、
嘉島の可愛い子供たちに自己紹介をしました。その後、
カナダで録画した祖母の体操動画を見せながら、子供
たちと一緒に体操をしました。

　私は１週間のほとんどを嘉島中学校で過ごしていま
す。中学生時代は、多感な時期であり、受験に向けて
の勉強や友達作りなど、人生の中でもとても大切な期
間です。しかしながら、外国語の学習に興味を失いや
すい時期でもあります。そのような状況で私がなすべ
きことは、生徒たちに英語を話そうという意欲を起こ
させることです。そのため、２学期始めに一人一人の
生徒に、１枚の「カナダーカード」を配りました。私
に積極的に英語を話し掛けてくると、カナダカードに
スタンプを押してあげます。10 個を貯めると、カナ
ダのご褒美をあげます！今度、嘉島中の生徒を見かけ
たら、「カナダカードには何個スタンプをもらっとる
と？」とたずねてみてください！

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

嘉島幼稚園で、体操するおばあちゃんのDVDを
見ながら、みんなも体操をしました。
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森田　陽稀君
（嘉島東小学校６年）

冨士登　常子さん（北甘木） 森嶋　眞弓さん（滝河原）
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作
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台
風
18
号
は
九
州
を
そ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

台
風
が
多
く
、
接
近
の
度
に
心
配
さ
せ
ら
れ
ま

す
が
、
幸
い
直
撃
は
免
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
金
婚
表
彰
な
ど
敬
老
行
事
が

続
き
ま
し
た
。
特
に
敬
老
会
は
４
人
の
ベ
テ
ラ

ン
演
歌
歌
手
が
登
場
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で

の
復
興
支
援
歌
謡
シ
ョ
ー
と
と
も
に
、
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。

　

災
害
対
策
専
門
家
で
作
る
内
閣
府
熊
本
地
震

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
会
議
に
蒲
島
知
事
と
出

席
、
町
の
震
災
対
策
を
説
明
。
お
世
話
に
な
っ

た
自
治
体
に
も
お
礼
に
回
り
ま
し
た
。

　

町
災
害
対
策
本
部
は
復
興
本
部
に
衣
替
え
し
、

企
業
誘
致
は
進
出
が
決
ま
っ
た
金
剛
な
ど
の
ほ

か
に
、
複
数
の
企
業
か
ら
照
会
が
き
て
い
ま
す
。

復
興
に
向
け
て
、
一
つ
一
つ
形
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
（
10
月
５
日
）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

中
島　

憲
行　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

平
成
28
年
９
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

９月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・嘱託職員辞令交付式
 ・庁内常会、長期派遣職員辞令交付式
 ・熊本県防犯協会連合会任命書交付式
 ・神奈川県大井町挨拶応対
 ・北九州市下水道部長来庁応対
 ・国土交通省来庁応対
２日 ・県庁村づくり課長来庁応対
３日 ・第42普通科連隊創立54周年記念祝賀会
５日 ・課長会議
６日 ・静岡県社会福祉協議会事務局長来庁応対
 ・健康づくり推進委員会
７日 ・上京（～8日）
 ・神奈川県大井町へ御礼訪問
 ・園田代議士、坂本代議士と熊本地震の対応

についての意見交換会
８日 ・「町村の振興を考える会」朝食懇談会
 ・全国町村会正副会長会
 ・全国町村会理事会　・都道府県庁村会長会
９日 ・熊日金婚夫婦表彰
 ・河川海岸防災協会来庁応対
 ・AZUMA社長来庁応対
12日 ・課長会議　・武田コーポレーション来庁応対
13日 ・百歳表彰訪問　・国民年金基金来庁応対
 ・町体育協会総会
14日 ・熊本南工業団地正副理事長来庁応対
 ・熊本銀行嘉島支店長来庁応対
 ・金婚式　・結婚50周年表彰式
 ・嘱託員会議　・非常勤職員辞令交付式
15日 ・上京（～17日）
 ・内閣府訪問
 ・全国土地改良事業団体連合会総会
16日 ・長野県、新潟県へ御礼訪問（～17日）
21日 ・国民年金基金理事会　・代議員会
22日 ・サントリープロダクツ垣見社長来庁応対
 ・田中亨氏「旭日双光章」受章祝賀会
23日 ・熊本市副市長来庁応対
 ・ＨＩヒロセ部長来庁応対
 ・福岡県町村会長面会応対
 ・九州連携機構来庁応対
25日 ・嘉島中学校体育大会
26日 ・交通安全街頭激励　・課長会議
 ・熊本県共同募金会来庁応対
 ・熊本県環境生活部環境局長来庁応対
 ・愛知県飛島村議会視察来庁応対
 ・災害支援活動に関する協定
27日 ・派遣職員辞令交付式
 ・熊日インタビュー応対
 ・熊本県町村会情報化事業会長事務局長会議
29日 ・栃木県、新潟県御礼訪問（～10月１日）
 ・第３回熊本地震ワーキンググループ（内閣

府）

東京で開かれた全国土地改良事業団体連合会の臨時総
会で、会長の二階自民党幹事長（右）と談笑する荒木
町長（左）

　

左
記
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
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に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
香

典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
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志
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す
。
誠
に
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ご
ざ
い
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嘉島町の人口動態
平成28年９ 月30日現在

（前月比）

人   口 9,132 人　

　男　　 4,402 人　

　女　　 4,730 人

世帯数　 3,377 世帯　（－ 5）

― 28 ―

　

広
報
担
当
に
な
っ
て
６
カ
月
。
少

し
ず
つ
で
す
が
、
町
内
の
様
々
な
場

所
に
お
邪
魔
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
秋
は
運
動
会
や
イ
ベ
ン
ト
シ
ー

ズ
ン
で
す
の
で
楽
し
み
な
が
ら
取
材

し
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
、「
数

打
ち
ゃ
あ
た
る
」
の
精
神
で
、
必
要

以
上
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
下
さ

い
。 

（
係
）

　９月25日に開かれた嘉島中体育大会。部活対
抗リレーで、先頭の野球部はヘッドスライディング
でゴールイン。転んだのではありません。
　思いがけないパフォーマンスに、後続の他部の
部員や応援の皆さんは一瞬びっくり。すぐに、笑
いと大きな拍手が起きました。　   ※12ページ参照

ヘッドスライディング！

　（－ 6）

　（＋ 3）

　（－ 3）

10月16日（日）　大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
  ☎２８２－３９００

10月23日（日） 香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１

10月30日（日） 小糸整形外科（御船町）
  ☎２８２－００５０

11月３日（木・祝） たなか内科眼科（嘉島町）
  ☎２３５－７２３５

11月６日（日） さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
  ☎２３７－４１３３

  古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０

11月13日（日） よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

じいじ、ばあば、大好き
ご両親：竹本勇也さん・聡子さん（上島）

竹
本
　
逞
人
（
た
く
と
）
く
ん

平
成
28
年
３
月
12
日
生

髙
木
　
太
陽
（
た
い
よ
う
）
く
ん

平
成
26
年
12
月
12
日
生

おじいちゃん、おばあちゃん
いつも可愛がってくれて ありがとう
ご両親：髙木　智之さん・ちかさん（井寺）


